
 

（仮称）子ども発達支援計画行動計画２０２４～２０２６ 

（第三期障害児福祉計画）の検討について 
 

発達に支援が必要な子どもに関する施策の更なる推進を目的として、「（仮称）子ども発達

支援計画行動計画２０２４～２０２６（第三期障害児福祉計画）」について、２０２４年３月

の策定に向けて検討を行います。 

 

１ 計画の位置づけ 

                  本計画は「新・町田市子どもマスタープラン（後期）」

と                 と一体的に策定した「子ども発達支援計画」の基本 

理念や目標を実現するための“アクションプラン”

として、具体的な「取組内容」、「指標」、「目標値」

などを示すために、検討・策定を行います。 

 

２ 計画期間 

 ２０２４年度から２０２６年度までの３年間です。 

 

３ 計画の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新・町田市子どもマスタープラン 

（後期） 

 

 

 

 

２ ０ ２ ３ 年 ６ 月 １ ６ 日 
行 政 報 告 資 料 
子ども生活部子ども発達支援課 

≪基本理念≫ 
子どもが自分らしく安心して暮らせるまちをみんなで創り出す 

基本目標Ⅰ 
子どもが健やかに育ち、 

一人ひとり自分の中に 

光るものを持っている 

基本目標Ⅱ 
子どもが安らいでいる 

家庭があり、家庭が地域と 

つながっている 

① 子ども発達センターの保育所

等訪問支援（166 回） 

② 子ども発達センターでの併行

通園（定員 33 人） 

 

① 子ども発達センターの親子療

育事業（262 人） 

② 医療的ケア児の保育所受入れ

（公立保育所での実施） 

 

① 子ども発達センター職員の子育て

ひろば参加支援（7 回） 

② 障がい者スポーツ体験 

（パラバドミントン 1,193 人） 

視点① 

〜子どもへの支援〜 

子ども一人ひとりの特徴

に応じたサポート 

視点② 

〜保護者・家庭への支援〜 

乳幼児期から学校卒業まで

の切れ目のない支援 

視点③ 

〜地域への働きかけ〜 

障がい児や医療的ケア児が地域

でともに成長できる社会の実現 

① 発達に支援が必要な子どもや医療的ケアが必要な子どもの数は増加傾向にあり、今後も 

更なる支援の充実が求められている。 

② 障がいの有無にかかわらず、ともに遊び、学ぶことができる社会の実現が求められている。 

子どもにとっての最善の利益が図られ、互いに支え合い、子どもが幸せに暮らすことができる 

子どもにやさしいまち条例（案） 

町田市子ども発達支援計画 

町田市子ども発達支援計画行動計画 

基本目標Ⅲ 
子どもが地域の中で 

大切にされている 
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地域社会への参加や包容（インクルージョン）のさらなる推進 

～  3 つの視点  ～ 

具体的な「取組内容」、「指標」、「目標値」等の検討・策定 



 

 

４ 検討の進め方、スケジュール 

市の附属機関である「町田市子ども・子育て会議」に部会を立ち上げ、検討を行います。

検討にあたっては、保護者のほか、子ども本人、関係機関等へのアンケートに加え、各種の

団体等にヒアリングを実施し、その結果を計画に反映してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者、子ども本人、関係機関等の意見を

伺い、施策を立案する際の参考とします。 
アンケート/ヒアリング 

５月 

６～８月 

 市の附属機関である「町田市子ども・子育

て会議」に部会を立ち上げ検討を行う。 
第１回検討部会 

 アンケート、ヒアリング結果を報告 

 行動計画素案検討 
第２回検討部会 

１０月 

 行動計画素案を公表、市民からの意見を

募集 市民意見募集 

 意見募集結果報告 

 行動計画案検討 第３回検討部会 

 

策定・公表 

１２～１月 

１月 

３月 


